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参考資料１｜公園概要資料 

 

１．東所沢公園の概要 

（１）施設規模 

全体面積 20,997.81 ㎡（公募対象は全体面積とします） 

 

（２）施設周辺の現況と履歴 

本公園の最寄り駅である JR 武蔵野線「東所沢駅」は、昭和 48 年 4 月に日本国有鉄道の駅として

開業しました。現在は、通勤、通学等で 1日あたり平均約 15,500 人が利用しています。 

本公園の周辺は、昭和 20年の所沢飛行場の接収や昭和 46 年の基地部分返還を経て、土地利用も

変化し、宅地開発が進みました。 

その後、昭和 46 年 9 月、東所沢土地区画整理事業により整備が始まり、昭和 57 年 10 月に都市

計画決定され、平成元年 4月に供用開始されました。所沢市松井地区の近隣公園として、現在も近

隣市民に遊びと憩いの場を提供しています。 

 

 

  

東所沢駅 

東所沢公園 

旧コンポストセンター跡地 

ところざわサクラタウン建設地 

東所沢公園 位置図 
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（３）施設の基本的性格 

東所沢公園は、『所沢市みどりの基本計画』において「市内のみどりの拠点」として位置づけられ

ており、みどり豊かな自然環境を地域に提供しています。 

公園施設の特徴として、中央には噴水が設置され、遊具の広場と芝生広場をつなぐ散策路が園内

を廻っています。また、敷地の半分以上はみどり豊かな雑木林があり、街に大きなみどりを提供し

ています。 

 

（４）主要施設の構成 

管理棟、倉庫、トイレ、四阿、芝生広場、噴水、児童遊具、ベンチ、パーゴラ、水飲み場、

インターロッキング等 

 

（５）都市計画上の規制等 

・都市計画公園 

・市街化区域 

・第一種中高層住居地域 

・所沢市景観条例：住居系市街地景観ゾーン（色彩制限等あり） 

 

（６）所沢市地域防災計画での位置づけ（震災対策編 P64「第 4 節 被災住宅の応急処理」） 

災害時において、応急仮設住宅の設置場所として、位置づけられています。 

・設置可能面積：2,298 ㎡ 

・建設可能戸数：25 戸 

（資料編 P190「応急仮設住宅の設置場所」参照） 
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２．公募範囲平面図 

 

 

 

  

公募範囲（公園全体） 
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３．園内ゾーニング図 

 
  

ゾーン① ゾーン②

ゾーン③ ゾーン④ ゾーン⑤

噴水広場及び主園路
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４．園内現況・周辺現況 

 

ゾーン①
北西側の樹林地ゾーンである。高低差の
ある地形であり、樹木の密度は低く、全体
的に明るい。
四阿などにより休憩スペースが設置されて
いるが、劣化・破損が著しい。

ゾーン②
ブランコ、スプリング遊具、すべり台等、大
型遊具や児童遊具が配置されている。
公園外周や遊具周りに死角となる樹木等
はなく、開放的で安全な明るい空間となっ
ている。

ゾーン③
芝生が一面に広がっている。主園路沿い
に、ベンチを配置した休憩機能が備わって
いる。春の季節には「東所沢公園サクラま
つり」が開催されるほか、地元の自治会に
よる自主的な利用も行われている。

ゾーン④
南側の樹林地ゾーンである。樹林地内に
細い散策路が廻らされている。樹木の密
度はやや高く、薄暗い空間となっている。

ゾーン⑤
樹木に囲まれた築山と広場がある。パーゴ
ラやベンチ等の休憩施設とともに、すべり台
や幼児用遊具等の遊戯施設が配置され
ている。南側には管理事務所と便所があ
るが、便所の劣化・破損は著しく、暗い印
象となっている。

噴水広場
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東所沢公園

旧コンポストセンター跡地

ところざわサクラタウン建設地

東所沢駅

東所沢公園 周辺現況

ベルク

東所沢公園は、JR武蔵野線 東所沢駅が最寄駅となっている。東所沢駅前通り沿いに、徒歩約10分（約750m）

の距離にある。 公園周辺には、住宅地が密集しているほか、規模の大きなスーパーも立地しており、住環境として充実し

た場所である。

対象地の隣接地には、ところざわサクラタウン建設地がある。このほか、東川を挟んで北側には、旧コンポストセンター跡

地があり、民間活力を活かしたPFI手法を用いた施設整備が検討されている。

ところざわサクラタウン完成イメージ

スーパー（ヤオコー・ベルク）

ところざわサクラタウン建設地

旧コンポストセンター跡地 整備イメージ

東所沢駅 駅舎 東所沢駅 駅前広場

東所沢駅前通り

周辺住宅地

ヤオコー

周辺住宅地

東所沢公園は、JR 武蔵野線 東所沢駅が最寄駅となっています。東所沢駅前通り沿いに、徒歩約 10 分

（約 750m）の距離にあります。公園周辺には、住宅地が密集しているほか、規模の大きなスーパーも立

地しており、住環境として充実した場所となっています。 

対象地の隣接地には、ところざわサクラタウン建設地があります。このほか、東川を挟んで北側には、

旧コンポストセンター跡地があり、民間活力を活かした PFI 手法を用いた施設整備が検討されています。 
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５．公園内施設の諸元 
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